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■■  ははじじめめにに  

近年の調査によると痩身願望による不健康な減量行動

は 20‐30 歳の女性のやせ問題として指摘され、摂食障害

や長期的にはフレイルの発症と関連し、妊娠中のやせは

次世まで影響を及ぼす社会的課題となっている。この問題

の背景には 2 つの認知的な歪みが根底にあり 1 つは、実

際の体型よりも想像する自身の体型を過大に認識する知

覚的な歪みである。加えてメディアをはじめとした社会圧

力から痩身を美とする価値観が浸透し若い女性は実際より

も極端に痩身な体型を理想化し、理想と現実の乖離から

自身の体型に不満を抱く感情的な歪みが生じている 1)。こ

うしてネガティブな情動反応に促進されて不健康な減量行

動をとっていると考えられており、対策が必要である。 

神経科学的な手法を用いた研究では、太った画像提示

では扁桃体が活性して恐怖反応示すのに対し、痩せた画

像提示では前帯状回や島皮質などが活性して情動制御と

注意ネットワークが優位になることが明らかとなっている 2)。

こうした体型認知に関連する研究では理想体型は被験者

ごとに一つの体型が選択され、その変動性に関しては考

慮されていない。夏が近づくとダイエットへの関心が高まる

るが冬ではそうでないように、個人内でも理想体型は一定

ではなく文脈によって変化するのではないかと考えた。 

 

■■仮仮説説ととアアププロローーチチ  

 本研究では以下の仮説を設定する。 

1. 理想体型は文脈により変化する 

2. 理想体型の変動と身体不満の程度が相関する 

１は身体不満を統制する文脈を設定し、文脈ごとの理想

体型の変化を主観評価で測定する。２は身体不満の程度

を情動処理関連領域の活動の変化を指標に定量的に測

定し、理想体型の変動との関連を明らかにする。 

 
 
 

■■  実実験験方方法法  

20～30歳の女性を対象に以下の課題を実施する。露出

度や向けられる視線量など異なる文脈を設定し文字と写

真で示す。課題１では Japanese Body Silhouette Scale 

type-1（J-BSS-1）から提示される文脈ごとに理想体型を質

問紙に回答する。課題２ではｆＭＲＩ撮像下で文脈提示後に 

被験者と同じ BMI の J-BSS-1 を提示する。関心領域を情

動処理関連領域に設定し解析する。 

 

■■  期期待待さされれるる結結果果  

文脈により理想体型の変動が起こり、その変動の程度と

身体不満の程度として測定する情動処理関連領域の活動

に相関関係がみられることが期待される。このような結果を

示すことができれば、文脈が身体不満に影響を及ぼすこと

が示唆される。さらに、文脈が身体不満から生じる不健康

な減量行動に対する抑止力になるような介入につながる

社会的意義が期待される。 

当日は結果報告を予定している。 
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■■  ははじじめめにに  
モノには典型的な意味がある。例えば、「レモン」は黄色

くて冷たくて酸っぱい果物である。意味同士には近さや遠
さ（距離）があり、例えば、「レモン」は「花火」よりも「りんご」
に似ている。fMRIを用いたヒト対象の脳機能計測によって、
似た意味は似た脳活動になることが分かっている（Huth et 
al., 2012）。関連するモノ同士をネットワークでつなげた概
念的なモデル（Collins & Loftus, 1975）と、意味のつながり
を表現する脳活動はある程度一致していると考えられる。 
一方で、場合に応じて意味は修飾され変化する。例え

ば、「八百屋に並ぶレモン」と「静物画に描かれたレモン」
は連想やディテールが異なる。特定の意味カテゴリへの選
択的な注意によって、脳活動が表現する意味の距離が増
減することが分かっている（Çukur et al., 2013）。しかし、可
変的な意味は、典型的な意味やカテゴリに対するばらつき
として検討が進んでいない。 
本研究では、文脈による意味への修飾によってモノ同

士の意味的距離が変化し、モノを表象する脳活動同士の
距離に反映されるという仮説を立てる。これを検証するた
め、脳活動の距離を測定する類似性解析を行い、この類
似性を、その脳活動が表象するモノ同士のネットワークに
変換して意味の変化を構造的に評価する。 
本研究で可変的な意味表象とその神経基盤を明らかに

できれば、場面に応じた理解や会話を可能にする認知機
能の柔軟性の理解に寄与し、AIの検索・要約システムや教
育現場など、パフォーマンスが文脈に左右される情報デザ
インを必要とする領域への応用が期待される。 

 
■■  活活動動内内容容  （（計計画画））  
１．fMRI実験 

fMRIを用いて画像観察中の脳活動を計測する実験を行
う。まず文脈となる単語か無意味語のどちらかを呈示し、
直後に複数のオブジェクトが含まれるターゲット画像を呈
示する。文脈の有無について条件を設定する。 
先行刺激と直後の刺激が意味的に関連するとき反応時

間が早いなどの効果（意味プライミング）が生じる。文脈が
オブジェクト同士の意味的距離を変化させるかを確かめる
ため、ターゲット画像呈示の直後に別の単語を呈示し、意
味プライミング効果を評価する。 
２．脳機能解析 
画像に含まれるオブジェクトそれぞれに対する脳活動

パターンを、GLMを用いて推定する。次に各オブジェクト

に対する脳活動パターン同士の距離をとり、脳活動パター
ンの類似度行列を作成する。この類似度行列をある閾値
を基準に二値の行列に変換することで、ネットワークを表
現する。文脈の有無についてこのネットワークの構造を比
較することで、意味の変化を定量的に捉える。 

図1. モノを表象する脳活動の類似性解析 
 
３．期待される結果 
脳活動に基づくモノ同士の距離を表現したネットワーク

の構造が示され、ヒトの脳内で表象される意味のつながり
が、文脈に応じてダイナミックに変化する様子を可視化で
きることが期待される。 

図2. 文脈によって変化する意味のつながり （予想） 
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